
会長挨拶
　　　　　　　　　　吉井直樹 会長 
　こんにちは。お盆休み明け、最初の
例会になります。皆様各人でそれぞれの
お休みをお過ごしなされたと思います。
そんなお話も例会を通じてお聞きできる
と楽しいと思います。
　さて、相変わらずの猛暑で、連日最高
気温が発表され、厳しい日々が続いて
おりますが、先日夜にちょっと外に出ま

したら秋の虫の声が聞こえていました。確実に季節の移り
行きがあるのだなあと感じてしまいました。
　昆虫と言えば私の子供のころの夏休み自由研究の王道と
もいえるのが昆虫採集でした。もちろんそんな高度なこと
が出来るわけもなく、もっぱらセミやトンボ、蝶々を菓子箱
にピンで留めてラップをして提出をしていました。アブラ
ゼミ、モンシロチョウ、シオカラトンボなどがメインで
友達がオニヤンマやカブトムシを捕まえてくるとヒーロー
扱いしていたことを思い出します。
　今から50年ほど前の思い出ですが、40年前に宇宙に向け
電波を発信してそれを受信した知的生命体より返信があるの
ではないかという実験が行われ、受信活動を明日から行うと

ニュースに出ていました。目標の惑星まで電波で
片道17年ほどかかり、往復だとそろそろなんだそう
です。面白いのは受信してから何を返信するのか
を考えるのに4年位かかるだろうと試算している
ところです。
　暑くて外に出ることも憚られますが、もう少し
涼しくなり、夜空を見上げられるようになったら、
この実験を思い出して星を見上げてみてください。

幹事報告
　　　　　　 小林吾郎 幹事

◎地区事務所より
  「高橋年度ガバナー月信最終号発行のお知らせ」
◎地区事務所より
 「ガバナーノミニー（2026-27年度ガバナー）候補者
　推薦について」

◎長岡西RCより
  「創立40周年記念DVD送付のご案内」
◎南雲ガバナーエレクト事務所より
  「南雲年度結団式のご案内」
　　　日　時　9月10日（日）15：00～17：00
　　　会　場　長岡グランドホテル
◎ロータリー囲碁同好会より
  「第21回ロータリー全国囲碁大会のご案内」
　　　日　時　10月21日（土）受付　9：30～
　　　会　場　日本棋院本院（東京・市ヶ谷）

ニコニコBOX　
吉井直樹会長
　暑い中、例会に出席いただきありがとうございま
す。皆様と例会ができる事をうれしく思います。

　本日の卓話、五十嵐さん宜しくお願いします。
五十嵐晋三さん
　猛暑です。ご自愛下さい。
　本日卓話をします。よろしくお願いします。

菊池　渉さん
　今日は、近所のお寺のお葬式だったので、欠席の
連絡をしていたのですが、どうしても五十嵐さん
の卓話が聞きたくて息子に頭を下げて代わって
もらって参加しました。

成田秀雄さん
　先日、ミッドサマーコンサートに出席しました。
いらしていただいた皆様ありがとうございました。

斎藤弘文さん
　成田会員が出席したミッドサマーコンサートを
荻根澤会員と共に楽しんできました。成田会員、
本当にありがとう御座居ました。

嘉瀬一洋さん
　猛暑の中、開催しました第16回寺子屋つばさ
100km徒歩の旅は無事に全員がゴールすることが
出来ました。応援頂きました皆様、ありがとう
ございました。

長谷川正実さん
　暑いですね。
　五十嵐会員、卓話よろしくお願いします。
中村友昭さん
　毎日暑い日が続きますが、熱中症にならないよ
う、こまめに水分を補給して乗り切りましょう。

野崎喜一郎さん
　早くも稲刈りの終った田んぼがあります。秋と
は思えません。

渡辺良一さん
　まだまだ暑い日が続きます。ご自愛下さい。
　五十嵐晋三さん、卓話楽しみにしています。
西山徳芳さん
　五十嵐晋三会員、卓話ありがとうございます。
　稲刈りが始まりました。豊作を祈ります。
小林吾郎さん
　“熱い”です！
　五十嵐会員、卓話よろしくお願いします。
丸山行彦さん、　 石橋育於さん、　 歸山　肇さん、
早川滝徳さん、　 船越良則さん、　 松永隆夫さん、
五十嵐博宣さん、 石黒良行さん、　 高橋　司さん、
杉山幸英さん、　 小越憲泰さん、　 落合孝夫さん、
明田川賢一さん、 安達俊明さん、　 柳取崇之さん、
松永一義さん、　 関川　博さん、　 野水靖之さん、
中林順一さん、　 丸山鉄兵さん
　五十嵐晋三会員、本日は卓話ありがとうござい
ます。お話楽しみにしております。

　　　　　　　　8月 2 3日分　￥    32,000
　　　　　　　  　今 年 度 累 計　￥  270,000

「卓　話」
五十嵐晋三 会員

　吉井さん、杉山さんから卓話で
昔の事を話すよう指示されました。
大きく時代が変わり、古い事の
話はどうゆうものかと思ってい
ました。しかし、大先輩の皆様が
やってきた事をよく考えてみる
と、やはり私のわかっている事だけ

でも伝えておくべきと思いました。
　今年の2月15日の創立記念例会で親睦委員長の
落合さんから少し話をするように言われ、20分宴会
を伸ばしてもらいました。宴会前の長話はいい訳
ありません。私はそれを承知の上で、数人の先輩の
話をしました。20分より長くなる事も分かっての事
でした。
　毎年の創立記念例会の週報はほとんど写真だけ
です。私は前から物足りなさを感じていました。
原稿を落合さんにきちっと渡し、文面を載せるべき
であったと後で思いました。数人の先輩の話があり
ましただけではすぐに忘れられ、吉井さん、杉山
さんの思いが伝わりません。卓話はやはりきちっと
載せるべきです。後で我々に思い出させる為の物が
ありません。そう反省をしました。

　今日の卓話は前にした先輩の話と重複するところ
があるかもしれませんが、承知ください。

「中道を行く事、かたよった見方をしない事、普通
でよし」
　初代会長の金子左武郎さんは、クラブの状態や
雰囲気をみて、時々この言葉をなにげなく我々に
思い出させる為に言っていられたように思いました。
　これがもうすぐ70周年を迎える三条クラブの基本
になっている事です。
　どうか皆さん思い起こしてください。

　野水文治さんの話をします。チャーターメンバー
でいられます。
　卓話の中で三条クラブ創立時の話をされました。
当時、三条市長選挙があり、大接戦で三条が割れん
ばかりになった。そんな時、心ある人達が集まり
ロータリークラブ設立に着手しました。
　大変なご苦労があったと思います。そのおかげで
すが、大接戦の市長選が終わってから三条は割れず
にうまくいったそうです。
　三条クラブの創立記念式典は、24名のチャーター

メンバーとご夫人、来賓の方々をお迎えして武徳殿
で行われました。三条芸者衆80名を総上して、それ
はそれは大変にぎやか豪華な会であったそうです。
その頃、チャーターナイトめぐりをしていた人達が
いたそうです。その人達が「東の三条、西の宇部」
と伝え、大変有名になったそうです。
　その式典の写真を撮影したのが渋谷健一さんだ
そうです。常に物をわきまえていられた方でした。
渋谷さんは翌年入会されました。

　杉野奎司さんの話をします。杉野さんは見るから
にがっちりした体格、柔道五段の持主で三条を代表
して各地で活躍されました。杉野さんは一本気で
曲がった事を嫌い、親分肌の方でした。
　体協会長と消防団長を9年ずつ務めました。どう
して10年ずつ務めなかったのか、それには訳があっ
たそうです。私はよくわかりません。
　大崎麻布に地滑りが起きました。その時、杉野
さんは消防団長でした。
　穴に閉じ込められた一人の人をどうしても助けら
れません。焦りだけが募ります。動きがとれず困り
果てます。「よし、俺が入る。なんとか助ける。
ジャッキを用意しろ。」団長自ら穴に入り、ジャッキ
をうまく使って助け出すことが出来ました。
　後になってその話をしました。誰だって穴に入り
たくないに決まっている。俺も入ってから側面の
土が崩れたらだめだったろうなぁーと言っていま
した。うまく助ける事が出来てよかった。親分肌の
一面です。
　私は仕事でも取引があります。昭和38年の豪雪の
時でした。私の店は居島にあり、路が狭く大きな車
は入れませんでした。大雪で路はふさがれ、困って
いました。夜仕事が出来上がると杉野さんが “ソリ”
で品物を運んでくれました。
　雪があり、家の前は “ソリ” は入れません。近く
まで運び、雪をこざいて背負って40㎏の物を運んで
もらった事もありました。私の恩人であります。
　対人関係を大切にしていた方でした。私に色々な
事を教えてくれありがたい方でした。

　高橋清見さんの話をします。井関の社長でした。
井関の本社は四国愛媛にあります。高橋さんの卓話
の時、三条工場を解散する為に三条に来られたと
言っていました。2、3年状態を見ていたらいい成績
で立派に続けられる会社である事がよくわかりま
した。解散は中止になりました。
　昼食同席の時、こんな事がありました。私が今日
の吸い物は美味しい吸い物だったと言いました。

1

高橋さんは、「五十嵐さん料理屋で吸い物がうまかっ
たら板前に祝儀を置いてくるものだよ」と言われま
した。大企業に居られ、我々より数段上の企業の
社会はそうゆう事なんだなぁと思いました。
　私は老人ですが、若い皆さんどうぞ板前に祝儀を
出してくるようになってください。

　私のスポンサーは高橋一夫さんで渡辺勝利さんが
強く背を押してくれ入会しました。高橋さんは私に
よく言います。君が1、2年早く入会をしていれば
小出策郎さんの話を聞く事が出来たのに。自分は
小出さんの話はいつ聞いても自分の為になる奥行き
のある話がいっぱいあった。君にも聞かせたかった。
その事は残念だと言います。40年以上も前の先輩の
話を人にも聞かせてやりたかったと言います。大
先輩小出さんはすばらしい方であったのでしょう。
　三条クラブには立派な方がまだ多くいられたのだ
と思います。小出さんは二ノ町小出医院の前代です。
東大医学部の出身の方であると聞いていました。

　藤田説量さんの話をします。私より藤田さんの事
をよく知っている皆様が多い事も承知しています。
　ロータリーのみならず、地域社会に大きな貢献を
された方です。
　大変な知識人でした。何かの話題の時、包丁の話
になりました。関東では料理人は “正本” 名の物を
欲しがり使用していますと私が言ったら、藤田さん
は、関西は “有次” 名の物を使っていますね。と
答えられました。業界の全く違う方がはっきり答え
られたのにはびっくりいたしました。
　例会卓話で青少年問題の卓話をされた時の事です。
　週報の係を私がしておりました。当時、原稿は
もらえず、録音テープを取って原稿作りをしていま
した。藤田さんの話は実にあざやかに流れます。
原稿作りに入ります。テープを聞いて戻したり進め
たり、何回も行います。文章にするとどうしても
接続が合わぬ所がでました。
　しかし、スピーチの時はそんな事に気付きません。
すっかり困ってしまいました。思いきって藤田さん
の所へ原稿を持参しました。
　「これでいいでしょうか」藤田さんは「大変ご
苦労をかけました。面倒をかけました。この原稿の
まま載せてください。」一生懸命やった事を信じて
ください。ほっとした事がありました。

　当時、家庭会合は個人宅で行われました。藤田
さんの所で行われた時、会議が終わり懇親会に入り
ます。野村竹三郎さんが仕切っていられ、机を並べ

20名くらいの席を作ります。酒の肴はめずらしい物
が多くありました。藤田さんの人柄で方々から取り
寄せられ、今まで私の口に入らぬものが沢山ありま
した。
　野村さんは藤田さんの所の家庭会合はめずらしい
ものがあり、楽しいですねと言っていられました。
全くその通り、楽しい会合でした。

　新潟行きの高速バスで同乗の時がありました。
そのバスの1時間、とんでもないレベルの違い過ぎ
る話を聞きました。今の上皇ご夫妻がまだ皇太子
ご夫妻でいられた時、軽井沢で一日お相手をされた
話でした。色々と話をされましたが、内容の事は
驚きの事で一杯で思い出せません。
　藤田さんがどうして一日のお相手に選ばれたの
か、なんと世界の広い、言い知れぬ藤田さんでいら
れるのだと思いました。

　総本山の知恩院の副執事長、昭和45年の浄土宗
開宗800年の事務局長など、宗内でも要職を務め
られて、本山に功績のあった人に贈られる “耆宿
（ぎしゅく）” の位をもらわれた方です。
　私達にはわかりません。よほどの人でないともら
えぬ位である事と思います。
　藤田さんは人を分け隔てなく私達にも気軽に会話
をしてくださり、立派な人徳の人であり、ロータ
リーを愛された立派なロータリアンでした。

　ロータリー日本100年史の別冊 “100人のロータリ
アン” の中に藤田さんが2560地区から一人選ばれて
います。藤田さんのロータリーへの大きな功績であ
ります。三条クラブに大きな宝を与えてくださいま
した。三条クラブの誇りであります。

　“100人のロータリアン” の中で県出身の方がもう
一人居られます。
　味方村出身で京都大学総長を務められた京都の
平沢興さんです。新大医学部の教授も務められてい
る方です。
　光栄にも2名の出身の方がいられる事がわかり
ました。

　鈴木宗資さんの話をします。バブルがはじけ、
会員が多く減りました。
　昼食が同席の時、私は会員が30人でも40人でもい
いんだ、それなりのしっかりしたロータリー活動を
すればいい、多いだけがロータリーでないと思うと
言いました。

　鈴木さんはニッコリされ、その通りそれでいいと
同意してくださいました。
　地区では会員増強がロータリーの目的であるよう
な感じをもたせていました。

金子初代会長の「中道を行く事、かたよった見方を
しない事、普通でよし」

　ご清聴ありがとうございました。
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■本日の出席会員数：56名中40名
■先々週出席率：80.36％

【先週のメークアップ】
［8.15］三条北RCへ
・山田富義さん
［8.17］三条東RCへ
・松永隆夫さん、斎藤弘文さん、
・柳取崇之さん、小林卓哉さん、
・山田富義さん、中村和彦さん
［8.17］三条RACへ
・吉井直樹さん、石倉政雄さん
［8.19］第1回ガバナー補佐会議（長岡）へ
・杉山幸英さん、関川　博さん
［8.19］南雲年度ガバナー補佐研修
　　　　　　　　　　パート1（長岡）へ
・関川　博さん、早川滝徳さん、
・石黒良行さん
［8.20］国際奉仕フォーラム（新潟）へ
・船越良則さん
［8.22］南雲年度ガバナー補佐研修
　　　　　　　　パート1補講（三条）へ
・関川　博さん、早川滝徳さん、
・石黒良行さん
［8.22］三条北RCへ
・斎藤弘文さん、高橋俊樹さん、
・中村和彦さん、柳取崇之さん、
・山田富義さん

「ノウゼンカズラ」

ロータリーの心で
友情を深めよう
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五十嵐晋三さん
　猛暑です。ご自愛下さい。
　本日卓話をします。よろしくお願いします。

菊池　渉さん
　今日は、近所のお寺のお葬式だったので、欠席の
連絡をしていたのですが、どうしても五十嵐さん
の卓話が聞きたくて息子に頭を下げて代わって
もらって参加しました。

成田秀雄さん
　先日、ミッドサマーコンサートに出席しました。
いらしていただいた皆様ありがとうございました。

斎藤弘文さん
　成田会員が出席したミッドサマーコンサートを
荻根澤会員と共に楽しんできました。成田会員、
本当にありがとう御座居ました。

嘉瀬一洋さん
　猛暑の中、開催しました第16回寺子屋つばさ
100km徒歩の旅は無事に全員がゴールすることが
出来ました。応援頂きました皆様、ありがとう
ございました。

長谷川正実さん
　暑いですね。
　五十嵐会員、卓話よろしくお願いします。
中村友昭さん
　毎日暑い日が続きますが、熱中症にならないよ
う、こまめに水分を補給して乗り切りましょう。

野崎喜一郎さん
　早くも稲刈りの終った田んぼがあります。秋と
は思えません。

渡辺良一さん
　まだまだ暑い日が続きます。ご自愛下さい。
　五十嵐晋三さん、卓話楽しみにしています。
西山徳芳さん
　五十嵐晋三会員、卓話ありがとうございます。
　稲刈りが始まりました。豊作を祈ります。
小林吾郎さん
　“熱い”です！
　五十嵐会員、卓話よろしくお願いします。
丸山行彦さん、　 石橋育於さん、　 歸山　肇さん、
早川滝徳さん、　 船越良則さん、　 松永隆夫さん、
五十嵐博宣さん、 石黒良行さん、　 高橋　司さん、
杉山幸英さん、　 小越憲泰さん、　 落合孝夫さん、
明田川賢一さん、 安達俊明さん、　 柳取崇之さん、
松永一義さん、　 関川　博さん、　 野水靖之さん、
中林順一さん、　 丸山鉄兵さん
　五十嵐晋三会員、本日は卓話ありがとうござい
ます。お話楽しみにしております。

　　　　　　　　8月 2 3日分　￥    32,000
　　　　　　　  　今 年 度 累 計　￥  270,000

「卓　話」
五十嵐晋三 会員

　吉井さん、杉山さんから卓話で
昔の事を話すよう指示されました。
大きく時代が変わり、古い事の
話はどうゆうものかと思ってい
ました。しかし、大先輩の皆様が
やってきた事をよく考えてみる
と、やはり私のわかっている事だけ

でも伝えておくべきと思いました。
　今年の2月15日の創立記念例会で親睦委員長の
落合さんから少し話をするように言われ、20分宴会
を伸ばしてもらいました。宴会前の長話はいい訳
ありません。私はそれを承知の上で、数人の先輩の
話をしました。20分より長くなる事も分かっての事
でした。
　毎年の創立記念例会の週報はほとんど写真だけ
です。私は前から物足りなさを感じていました。
原稿を落合さんにきちっと渡し、文面を載せるべき
であったと後で思いました。数人の先輩の話があり
ましただけではすぐに忘れられ、吉井さん、杉山
さんの思いが伝わりません。卓話はやはりきちっと
載せるべきです。後で我々に思い出させる為の物が
ありません。そう反省をしました。

　今日の卓話は前にした先輩の話と重複するところ
があるかもしれませんが、承知ください。

「中道を行く事、かたよった見方をしない事、普通
でよし」
　初代会長の金子左武郎さんは、クラブの状態や
雰囲気をみて、時々この言葉をなにげなく我々に
思い出させる為に言っていられたように思いました。
　これがもうすぐ70周年を迎える三条クラブの基本
になっている事です。
　どうか皆さん思い起こしてください。

　野水文治さんの話をします。チャーターメンバー
でいられます。
　卓話の中で三条クラブ創立時の話をされました。
当時、三条市長選挙があり、大接戦で三条が割れん
ばかりになった。そんな時、心ある人達が集まり
ロータリークラブ設立に着手しました。
　大変なご苦労があったと思います。そのおかげで
すが、大接戦の市長選が終わってから三条は割れず
にうまくいったそうです。
　三条クラブの創立記念式典は、24名のチャーター

メンバーとご夫人、来賓の方々をお迎えして武徳殿
で行われました。三条芸者衆80名を総上して、それ
はそれは大変にぎやか豪華な会であったそうです。
その頃、チャーターナイトめぐりをしていた人達が
いたそうです。その人達が「東の三条、西の宇部」
と伝え、大変有名になったそうです。
　その式典の写真を撮影したのが渋谷健一さんだ
そうです。常に物をわきまえていられた方でした。
渋谷さんは翌年入会されました。

　杉野奎司さんの話をします。杉野さんは見るから
にがっちりした体格、柔道五段の持主で三条を代表
して各地で活躍されました。杉野さんは一本気で
曲がった事を嫌い、親分肌の方でした。
　体協会長と消防団長を9年ずつ務めました。どう
して10年ずつ務めなかったのか、それには訳があっ
たそうです。私はよくわかりません。
　大崎麻布に地滑りが起きました。その時、杉野
さんは消防団長でした。
　穴に閉じ込められた一人の人をどうしても助けら
れません。焦りだけが募ります。動きがとれず困り
果てます。「よし、俺が入る。なんとか助ける。
ジャッキを用意しろ。」団長自ら穴に入り、ジャッキ
をうまく使って助け出すことが出来ました。
　後になってその話をしました。誰だって穴に入り
たくないに決まっている。俺も入ってから側面の
土が崩れたらだめだったろうなぁーと言っていま
した。うまく助ける事が出来てよかった。親分肌の
一面です。
　私は仕事でも取引があります。昭和38年の豪雪の
時でした。私の店は居島にあり、路が狭く大きな車
は入れませんでした。大雪で路はふさがれ、困って
いました。夜仕事が出来上がると杉野さんが “ソリ”
で品物を運んでくれました。
　雪があり、家の前は “ソリ” は入れません。近く
まで運び、雪をこざいて背負って40㎏の物を運んで
もらった事もありました。私の恩人であります。
　対人関係を大切にしていた方でした。私に色々な
事を教えてくれありがたい方でした。

　高橋清見さんの話をします。井関の社長でした。
井関の本社は四国愛媛にあります。高橋さんの卓話
の時、三条工場を解散する為に三条に来られたと
言っていました。2、3年状態を見ていたらいい成績
で立派に続けられる会社である事がよくわかりま
した。解散は中止になりました。
　昼食同席の時、こんな事がありました。私が今日
の吸い物は美味しい吸い物だったと言いました。

高橋さんは、「五十嵐さん料理屋で吸い物がうまかっ
たら板前に祝儀を置いてくるものだよ」と言われま
した。大企業に居られ、我々より数段上の企業の
社会はそうゆう事なんだなぁと思いました。
　私は老人ですが、若い皆さんどうぞ板前に祝儀を
出してくるようになってください。

　私のスポンサーは高橋一夫さんで渡辺勝利さんが
強く背を押してくれ入会しました。高橋さんは私に
よく言います。君が1、2年早く入会をしていれば
小出策郎さんの話を聞く事が出来たのに。自分は
小出さんの話はいつ聞いても自分の為になる奥行き
のある話がいっぱいあった。君にも聞かせたかった。
その事は残念だと言います。40年以上も前の先輩の
話を人にも聞かせてやりたかったと言います。大
先輩小出さんはすばらしい方であったのでしょう。
　三条クラブには立派な方がまだ多くいられたのだ
と思います。小出さんは二ノ町小出医院の前代です。
東大医学部の出身の方であると聞いていました。

　藤田説量さんの話をします。私より藤田さんの事
をよく知っている皆様が多い事も承知しています。
　ロータリーのみならず、地域社会に大きな貢献を
された方です。
　大変な知識人でした。何かの話題の時、包丁の話
になりました。関東では料理人は “正本” 名の物を
欲しがり使用していますと私が言ったら、藤田さん
は、関西は “有次” 名の物を使っていますね。と
答えられました。業界の全く違う方がはっきり答え
られたのにはびっくりいたしました。
　例会卓話で青少年問題の卓話をされた時の事です。
　週報の係を私がしておりました。当時、原稿は
もらえず、録音テープを取って原稿作りをしていま
した。藤田さんの話は実にあざやかに流れます。
原稿作りに入ります。テープを聞いて戻したり進め
たり、何回も行います。文章にするとどうしても
接続が合わぬ所がでました。
　しかし、スピーチの時はそんな事に気付きません。
すっかり困ってしまいました。思いきって藤田さん
の所へ原稿を持参しました。
　「これでいいでしょうか」藤田さんは「大変ご
苦労をかけました。面倒をかけました。この原稿の
まま載せてください。」一生懸命やった事を信じて
ください。ほっとした事がありました。

　当時、家庭会合は個人宅で行われました。藤田
さんの所で行われた時、会議が終わり懇親会に入り
ます。野村竹三郎さんが仕切っていられ、机を並べ

20名くらいの席を作ります。酒の肴はめずらしい物
が多くありました。藤田さんの人柄で方々から取り
寄せられ、今まで私の口に入らぬものが沢山ありま
した。
　野村さんは藤田さんの所の家庭会合はめずらしい
ものがあり、楽しいですねと言っていられました。
全くその通り、楽しい会合でした。

　新潟行きの高速バスで同乗の時がありました。
そのバスの1時間、とんでもないレベルの違い過ぎ
る話を聞きました。今の上皇ご夫妻がまだ皇太子
ご夫妻でいられた時、軽井沢で一日お相手をされた
話でした。色々と話をされましたが、内容の事は
驚きの事で一杯で思い出せません。
　藤田さんがどうして一日のお相手に選ばれたの
か、なんと世界の広い、言い知れぬ藤田さんでいら
れるのだと思いました。

　総本山の知恩院の副執事長、昭和45年の浄土宗
開宗800年の事務局長など、宗内でも要職を務め
られて、本山に功績のあった人に贈られる “耆宿
（ぎしゅく）” の位をもらわれた方です。
　私達にはわかりません。よほどの人でないともら
えぬ位である事と思います。
　藤田さんは人を分け隔てなく私達にも気軽に会話
をしてくださり、立派な人徳の人であり、ロータ
リーを愛された立派なロータリアンでした。

　ロータリー日本100年史の別冊 “100人のロータリ
アン” の中に藤田さんが2560地区から一人選ばれて
います。藤田さんのロータリーへの大きな功績であ
ります。三条クラブに大きな宝を与えてくださいま
した。三条クラブの誇りであります。

　“100人のロータリアン” の中で県出身の方がもう
一人居られます。
　味方村出身で京都大学総長を務められた京都の
平沢興さんです。新大医学部の教授も務められてい
る方です。
　光栄にも2名の出身の方がいられる事がわかり
ました。

　鈴木宗資さんの話をします。バブルがはじけ、
会員が多く減りました。
　昼食が同席の時、私は会員が30人でも40人でもい
いんだ、それなりのしっかりしたロータリー活動を
すればいい、多いだけがロータリーでないと思うと
言いました。

　鈴木さんはニッコリされ、その通りそれでいいと
同意してくださいました。
　地区では会員増強がロータリーの目的であるよう
な感じをもたせていました。

金子初代会長の「中道を行く事、かたよった見方を
しない事、普通でよし」

　ご清聴ありがとうございました。
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会長挨拶
　　　　　　　　　　吉井直樹 会長 
　こんにちは。お盆休み明け、最初の
例会になります。皆様各人でそれぞれの
お休みをお過ごしなされたと思います。
そんなお話も例会を通じてお聞きできる
と楽しいと思います。
　さて、相変わらずの猛暑で、連日最高
気温が発表され、厳しい日々が続いて
おりますが、先日夜にちょっと外に出ま

したら秋の虫の声が聞こえていました。確実に季節の移り
行きがあるのだなあと感じてしまいました。
　昆虫と言えば私の子供のころの夏休み自由研究の王道と
もいえるのが昆虫採集でした。もちろんそんな高度なこと
が出来るわけもなく、もっぱらセミやトンボ、蝶々を菓子箱
にピンで留めてラップをして提出をしていました。アブラ
ゼミ、モンシロチョウ、シオカラトンボなどがメインで
友達がオニヤンマやカブトムシを捕まえてくるとヒーロー
扱いしていたことを思い出します。
　今から50年ほど前の思い出ですが、40年前に宇宙に向け
電波を発信してそれを受信した知的生命体より返信があるの
ではないかという実験が行われ、受信活動を明日から行うと

ニュースに出ていました。目標の惑星まで電波で
片道17年ほどかかり、往復だとそろそろなんだそう
です。面白いのは受信してから何を返信するのか
を考えるのに4年位かかるだろうと試算している
ところです。
　暑くて外に出ることも憚られますが、もう少し
涼しくなり、夜空を見上げられるようになったら、
この実験を思い出して星を見上げてみてください。

幹事報告
　　　　　　 小林吾郎 幹事

◎地区事務所より
  「高橋年度ガバナー月信最終号発行のお知らせ」
◎地区事務所より
 「ガバナーノミニー（2026-27年度ガバナー）候補者
　推薦について」

◎長岡西RCより
  「創立40周年記念DVD送付のご案内」
◎南雲ガバナーエレクト事務所より
  「南雲年度結団式のご案内」
　　　日　時　9月10日（日）15：00～17：00
　　　会　場　長岡グランドホテル
◎ロータリー囲碁同好会より
  「第21回ロータリー全国囲碁大会のご案内」
　　　日　時　10月21日（土）受付　9：30～
　　　会　場　日本棋院本院（東京・市ヶ谷）

ニコニコBOX　
吉井直樹会長
　暑い中、例会に出席いただきありがとうございま
す。皆様と例会ができる事をうれしく思います。

　本日の卓話、五十嵐さん宜しくお願いします。
五十嵐晋三さん
　猛暑です。ご自愛下さい。
　本日卓話をします。よろしくお願いします。

菊池　渉さん
　今日は、近所のお寺のお葬式だったので、欠席の
連絡をしていたのですが、どうしても五十嵐さん
の卓話が聞きたくて息子に頭を下げて代わって
もらって参加しました。

成田秀雄さん
　先日、ミッドサマーコンサートに出席しました。
いらしていただいた皆様ありがとうございました。

斎藤弘文さん
　成田会員が出席したミッドサマーコンサートを
荻根澤会員と共に楽しんできました。成田会員、
本当にありがとう御座居ました。

嘉瀬一洋さん
　猛暑の中、開催しました第16回寺子屋つばさ
100km徒歩の旅は無事に全員がゴールすることが
出来ました。応援頂きました皆様、ありがとう
ございました。

長谷川正実さん
　暑いですね。
　五十嵐会員、卓話よろしくお願いします。
中村友昭さん
　毎日暑い日が続きますが、熱中症にならないよ
う、こまめに水分を補給して乗り切りましょう。

野崎喜一郎さん
　早くも稲刈りの終った田んぼがあります。秋と
は思えません。

渡辺良一さん
　まだまだ暑い日が続きます。ご自愛下さい。
　五十嵐晋三さん、卓話楽しみにしています。
西山徳芳さん
　五十嵐晋三会員、卓話ありがとうございます。
　稲刈りが始まりました。豊作を祈ります。
小林吾郎さん
　“熱い”です！
　五十嵐会員、卓話よろしくお願いします。
丸山行彦さん、　 石橋育於さん、　 歸山　肇さん、
早川滝徳さん、　 船越良則さん、　 松永隆夫さん、
五十嵐博宣さん、 石黒良行さん、　 高橋　司さん、
杉山幸英さん、　 小越憲泰さん、　 落合孝夫さん、
明田川賢一さん、 安達俊明さん、　 柳取崇之さん、
松永一義さん、　 関川　博さん、　 野水靖之さん、
中林順一さん、　 丸山鉄兵さん
　五十嵐晋三会員、本日は卓話ありがとうござい
ます。お話楽しみにしております。

　　　　　　　　8月 2 3日分　￥    32,000
　　　　　　　  　今 年 度 累 計　￥  270,000

「卓　話」
五十嵐晋三 会員

　吉井さん、杉山さんから卓話で
昔の事を話すよう指示されました。
大きく時代が変わり、古い事の
話はどうゆうものかと思ってい
ました。しかし、大先輩の皆様が
やってきた事をよく考えてみる
と、やはり私のわかっている事だけ

でも伝えておくべきと思いました。
　今年の2月15日の創立記念例会で親睦委員長の
落合さんから少し話をするように言われ、20分宴会
を伸ばしてもらいました。宴会前の長話はいい訳
ありません。私はそれを承知の上で、数人の先輩の
話をしました。20分より長くなる事も分かっての事
でした。
　毎年の創立記念例会の週報はほとんど写真だけ
です。私は前から物足りなさを感じていました。
原稿を落合さんにきちっと渡し、文面を載せるべき
であったと後で思いました。数人の先輩の話があり
ましただけではすぐに忘れられ、吉井さん、杉山
さんの思いが伝わりません。卓話はやはりきちっと
載せるべきです。後で我々に思い出させる為の物が
ありません。そう反省をしました。

　今日の卓話は前にした先輩の話と重複するところ
があるかもしれませんが、承知ください。

「中道を行く事、かたよった見方をしない事、普通
でよし」
　初代会長の金子左武郎さんは、クラブの状態や
雰囲気をみて、時々この言葉をなにげなく我々に
思い出させる為に言っていられたように思いました。
　これがもうすぐ70周年を迎える三条クラブの基本
になっている事です。
　どうか皆さん思い起こしてください。

　野水文治さんの話をします。チャーターメンバー
でいられます。
　卓話の中で三条クラブ創立時の話をされました。
当時、三条市長選挙があり、大接戦で三条が割れん
ばかりになった。そんな時、心ある人達が集まり
ロータリークラブ設立に着手しました。
　大変なご苦労があったと思います。そのおかげで
すが、大接戦の市長選が終わってから三条は割れず
にうまくいったそうです。
　三条クラブの創立記念式典は、24名のチャーター

メンバーとご夫人、来賓の方々をお迎えして武徳殿
で行われました。三条芸者衆80名を総上して、それ
はそれは大変にぎやか豪華な会であったそうです。
その頃、チャーターナイトめぐりをしていた人達が
いたそうです。その人達が「東の三条、西の宇部」
と伝え、大変有名になったそうです。
　その式典の写真を撮影したのが渋谷健一さんだ
そうです。常に物をわきまえていられた方でした。
渋谷さんは翌年入会されました。

　杉野奎司さんの話をします。杉野さんは見るから
にがっちりした体格、柔道五段の持主で三条を代表
して各地で活躍されました。杉野さんは一本気で
曲がった事を嫌い、親分肌の方でした。
　体協会長と消防団長を9年ずつ務めました。どう
して10年ずつ務めなかったのか、それには訳があっ
たそうです。私はよくわかりません。
　大崎麻布に地滑りが起きました。その時、杉野
さんは消防団長でした。
　穴に閉じ込められた一人の人をどうしても助けら
れません。焦りだけが募ります。動きがとれず困り
果てます。「よし、俺が入る。なんとか助ける。
ジャッキを用意しろ。」団長自ら穴に入り、ジャッキ
をうまく使って助け出すことが出来ました。
　後になってその話をしました。誰だって穴に入り
たくないに決まっている。俺も入ってから側面の
土が崩れたらだめだったろうなぁーと言っていま
した。うまく助ける事が出来てよかった。親分肌の
一面です。
　私は仕事でも取引があります。昭和38年の豪雪の
時でした。私の店は居島にあり、路が狭く大きな車
は入れませんでした。大雪で路はふさがれ、困って
いました。夜仕事が出来上がると杉野さんが “ソリ”
で品物を運んでくれました。
　雪があり、家の前は “ソリ” は入れません。近く
まで運び、雪をこざいて背負って40㎏の物を運んで
もらった事もありました。私の恩人であります。
　対人関係を大切にしていた方でした。私に色々な
事を教えてくれありがたい方でした。

　高橋清見さんの話をします。井関の社長でした。
井関の本社は四国愛媛にあります。高橋さんの卓話
の時、三条工場を解散する為に三条に来られたと
言っていました。2、3年状態を見ていたらいい成績
で立派に続けられる会社である事がよくわかりま
した。解散は中止になりました。
　昼食同席の時、こんな事がありました。私が今日
の吸い物は美味しい吸い物だったと言いました。

高橋さんは、「五十嵐さん料理屋で吸い物がうまかっ
たら板前に祝儀を置いてくるものだよ」と言われま
した。大企業に居られ、我々より数段上の企業の
社会はそうゆう事なんだなぁと思いました。
　私は老人ですが、若い皆さんどうぞ板前に祝儀を
出してくるようになってください。

　私のスポンサーは高橋一夫さんで渡辺勝利さんが
強く背を押してくれ入会しました。高橋さんは私に
よく言います。君が1、2年早く入会をしていれば
小出策郎さんの話を聞く事が出来たのに。自分は
小出さんの話はいつ聞いても自分の為になる奥行き
のある話がいっぱいあった。君にも聞かせたかった。
その事は残念だと言います。40年以上も前の先輩の
話を人にも聞かせてやりたかったと言います。大
先輩小出さんはすばらしい方であったのでしょう。
　三条クラブには立派な方がまだ多くいられたのだ
と思います。小出さんは二ノ町小出医院の前代です。
東大医学部の出身の方であると聞いていました。

　藤田説量さんの話をします。私より藤田さんの事
をよく知っている皆様が多い事も承知しています。
　ロータリーのみならず、地域社会に大きな貢献を
された方です。
　大変な知識人でした。何かの話題の時、包丁の話
になりました。関東では料理人は “正本” 名の物を
欲しがり使用していますと私が言ったら、藤田さん
は、関西は “有次” 名の物を使っていますね。と
答えられました。業界の全く違う方がはっきり答え
られたのにはびっくりいたしました。
　例会卓話で青少年問題の卓話をされた時の事です。
　週報の係を私がしておりました。当時、原稿は
もらえず、録音テープを取って原稿作りをしていま
した。藤田さんの話は実にあざやかに流れます。
原稿作りに入ります。テープを聞いて戻したり進め
たり、何回も行います。文章にするとどうしても
接続が合わぬ所がでました。
　しかし、スピーチの時はそんな事に気付きません。
すっかり困ってしまいました。思いきって藤田さん
の所へ原稿を持参しました。
　「これでいいでしょうか」藤田さんは「大変ご
苦労をかけました。面倒をかけました。この原稿の
まま載せてください。」一生懸命やった事を信じて
ください。ほっとした事がありました。

　当時、家庭会合は個人宅で行われました。藤田
さんの所で行われた時、会議が終わり懇親会に入り
ます。野村竹三郎さんが仕切っていられ、机を並べ

20名くらいの席を作ります。酒の肴はめずらしい物
が多くありました。藤田さんの人柄で方々から取り
寄せられ、今まで私の口に入らぬものが沢山ありま
した。
　野村さんは藤田さんの所の家庭会合はめずらしい
ものがあり、楽しいですねと言っていられました。
全くその通り、楽しい会合でした。

　新潟行きの高速バスで同乗の時がありました。
そのバスの1時間、とんでもないレベルの違い過ぎ
る話を聞きました。今の上皇ご夫妻がまだ皇太子
ご夫妻でいられた時、軽井沢で一日お相手をされた
話でした。色々と話をされましたが、内容の事は
驚きの事で一杯で思い出せません。
　藤田さんがどうして一日のお相手に選ばれたの
か、なんと世界の広い、言い知れぬ藤田さんでいら
れるのだと思いました。

　総本山の知恩院の副執事長、昭和45年の浄土宗
開宗800年の事務局長など、宗内でも要職を務め
られて、本山に功績のあった人に贈られる “耆宿
（ぎしゅく）” の位をもらわれた方です。
　私達にはわかりません。よほどの人でないともら
えぬ位である事と思います。
　藤田さんは人を分け隔てなく私達にも気軽に会話
をしてくださり、立派な人徳の人であり、ロータ
リーを愛された立派なロータリアンでした。

　ロータリー日本100年史の別冊 “100人のロータリ
アン” の中に藤田さんが2560地区から一人選ばれて
います。藤田さんのロータリーへの大きな功績であ
ります。三条クラブに大きな宝を与えてくださいま
した。三条クラブの誇りであります。

　“100人のロータリアン” の中で県出身の方がもう
一人居られます。
　味方村出身で京都大学総長を務められた京都の
平沢興さんです。新大医学部の教授も務められてい
る方です。
　光栄にも2名の出身の方がいられる事がわかり
ました。

　鈴木宗資さんの話をします。バブルがはじけ、
会員が多く減りました。
　昼食が同席の時、私は会員が30人でも40人でもい
いんだ、それなりのしっかりしたロータリー活動を
すればいい、多いだけがロータリーでないと思うと
言いました。

　鈴木さんはニッコリされ、その通りそれでいいと
同意してくださいました。
　地区では会員増強がロータリーの目的であるよう
な感じをもたせていました。

金子初代会長の「中道を行く事、かたよった見方を
しない事、普通でよし」

　ご清聴ありがとうございました。
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会長挨拶
　　　　　　　　　　吉井直樹 会長 
　こんにちは。お盆休み明け、最初の
例会になります。皆様各人でそれぞれの
お休みをお過ごしなされたと思います。
そんなお話も例会を通じてお聞きできる
と楽しいと思います。
　さて、相変わらずの猛暑で、連日最高
気温が発表され、厳しい日々が続いて
おりますが、先日夜にちょっと外に出ま

したら秋の虫の声が聞こえていました。確実に季節の移り
行きがあるのだなあと感じてしまいました。
　昆虫と言えば私の子供のころの夏休み自由研究の王道と
もいえるのが昆虫採集でした。もちろんそんな高度なこと
が出来るわけもなく、もっぱらセミやトンボ、蝶々を菓子箱
にピンで留めてラップをして提出をしていました。アブラ
ゼミ、モンシロチョウ、シオカラトンボなどがメインで
友達がオニヤンマやカブトムシを捕まえてくるとヒーロー
扱いしていたことを思い出します。
　今から50年ほど前の思い出ですが、40年前に宇宙に向け
電波を発信してそれを受信した知的生命体より返信があるの
ではないかという実験が行われ、受信活動を明日から行うと

ニュースに出ていました。目標の惑星まで電波で
片道17年ほどかかり、往復だとそろそろなんだそう
です。面白いのは受信してから何を返信するのか
を考えるのに4年位かかるだろうと試算している
ところです。
　暑くて外に出ることも憚られますが、もう少し
涼しくなり、夜空を見上げられるようになったら、
この実験を思い出して星を見上げてみてください。

幹事報告
　　　　　　 小林吾郎 幹事

◎地区事務所より
  「高橋年度ガバナー月信最終号発行のお知らせ」
◎地区事務所より
 「ガバナーノミニー（2026-27年度ガバナー）候補者
　推薦について」

◎長岡西RCより
  「創立40周年記念DVD送付のご案内」
◎南雲ガバナーエレクト事務所より
  「南雲年度結団式のご案内」
　　　日　時　9月10日（日）15：00～17：00
　　　会　場　長岡グランドホテル
◎ロータリー囲碁同好会より
  「第21回ロータリー全国囲碁大会のご案内」
　　　日　時　10月21日（土）受付　9：30～
　　　会　場　日本棋院本院（東京・市ヶ谷）

ニコニコBOX　
吉井直樹会長
　暑い中、例会に出席いただきありがとうございま
す。皆様と例会ができる事をうれしく思います。

　本日の卓話、五十嵐さん宜しくお願いします。
五十嵐晋三さん
　猛暑です。ご自愛下さい。
　本日卓話をします。よろしくお願いします。

菊池　渉さん
　今日は、近所のお寺のお葬式だったので、欠席の
連絡をしていたのですが、どうしても五十嵐さん
の卓話が聞きたくて息子に頭を下げて代わって
もらって参加しました。

成田秀雄さん
　先日、ミッドサマーコンサートに出席しました。
いらしていただいた皆様ありがとうございました。

斎藤弘文さん
　成田会員が出席したミッドサマーコンサートを
荻根澤会員と共に楽しんできました。成田会員、
本当にありがとう御座居ました。

嘉瀬一洋さん
　猛暑の中、開催しました第16回寺子屋つばさ
100km徒歩の旅は無事に全員がゴールすることが
出来ました。応援頂きました皆様、ありがとう
ございました。

長谷川正実さん
　暑いですね。
　五十嵐会員、卓話よろしくお願いします。
中村友昭さん
　毎日暑い日が続きますが、熱中症にならないよ
う、こまめに水分を補給して乗り切りましょう。

野崎喜一郎さん
　早くも稲刈りの終った田んぼがあります。秋と
は思えません。

渡辺良一さん
　まだまだ暑い日が続きます。ご自愛下さい。
　五十嵐晋三さん、卓話楽しみにしています。
西山徳芳さん
　五十嵐晋三会員、卓話ありがとうございます。
　稲刈りが始まりました。豊作を祈ります。
小林吾郎さん
　“熱い”です！
　五十嵐会員、卓話よろしくお願いします。
丸山行彦さん、　 石橋育於さん、　 歸山　肇さん、
早川滝徳さん、　 船越良則さん、　 松永隆夫さん、
五十嵐博宣さん、 石黒良行さん、　 高橋　司さん、
杉山幸英さん、　 小越憲泰さん、　 落合孝夫さん、
明田川賢一さん、 安達俊明さん、　 柳取崇之さん、
松永一義さん、　 関川　博さん、　 野水靖之さん、
中林順一さん、　 丸山鉄兵さん
　五十嵐晋三会員、本日は卓話ありがとうござい
ます。お話楽しみにしております。

　　　　　　　　8月 2 3日分　￥    32,000
　　　　　　　  　今 年 度 累 計　￥  270,000

「卓　話」
五十嵐晋三 会員

　吉井さん、杉山さんから卓話で
昔の事を話すよう指示されました。
大きく時代が変わり、古い事の
話はどうゆうものかと思ってい
ました。しかし、大先輩の皆様が
やってきた事をよく考えてみる
と、やはり私のわかっている事だけ

でも伝えておくべきと思いました。
　今年の2月15日の創立記念例会で親睦委員長の
落合さんから少し話をするように言われ、20分宴会
を伸ばしてもらいました。宴会前の長話はいい訳
ありません。私はそれを承知の上で、数人の先輩の
話をしました。20分より長くなる事も分かっての事
でした。
　毎年の創立記念例会の週報はほとんど写真だけ
です。私は前から物足りなさを感じていました。
原稿を落合さんにきちっと渡し、文面を載せるべき
であったと後で思いました。数人の先輩の話があり
ましただけではすぐに忘れられ、吉井さん、杉山
さんの思いが伝わりません。卓話はやはりきちっと
載せるべきです。後で我々に思い出させる為の物が
ありません。そう反省をしました。

　今日の卓話は前にした先輩の話と重複するところ
があるかもしれませんが、承知ください。

「中道を行く事、かたよった見方をしない事、普通
でよし」
　初代会長の金子左武郎さんは、クラブの状態や
雰囲気をみて、時々この言葉をなにげなく我々に
思い出させる為に言っていられたように思いました。
　これがもうすぐ70周年を迎える三条クラブの基本
になっている事です。
　どうか皆さん思い起こしてください。

　野水文治さんの話をします。チャーターメンバー
でいられます。
　卓話の中で三条クラブ創立時の話をされました。
当時、三条市長選挙があり、大接戦で三条が割れん
ばかりになった。そんな時、心ある人達が集まり
ロータリークラブ設立に着手しました。
　大変なご苦労があったと思います。そのおかげで
すが、大接戦の市長選が終わってから三条は割れず
にうまくいったそうです。
　三条クラブの創立記念式典は、24名のチャーター

メンバーとご夫人、来賓の方々をお迎えして武徳殿
で行われました。三条芸者衆80名を総上して、それ
はそれは大変にぎやか豪華な会であったそうです。
その頃、チャーターナイトめぐりをしていた人達が
いたそうです。その人達が「東の三条、西の宇部」
と伝え、大変有名になったそうです。
　その式典の写真を撮影したのが渋谷健一さんだ
そうです。常に物をわきまえていられた方でした。
渋谷さんは翌年入会されました。

　杉野奎司さんの話をします。杉野さんは見るから
にがっちりした体格、柔道五段の持主で三条を代表
して各地で活躍されました。杉野さんは一本気で
曲がった事を嫌い、親分肌の方でした。
　体協会長と消防団長を9年ずつ務めました。どう
して10年ずつ務めなかったのか、それには訳があっ
たそうです。私はよくわかりません。
　大崎麻布に地滑りが起きました。その時、杉野
さんは消防団長でした。
　穴に閉じ込められた一人の人をどうしても助けら
れません。焦りだけが募ります。動きがとれず困り
果てます。「よし、俺が入る。なんとか助ける。
ジャッキを用意しろ。」団長自ら穴に入り、ジャッキ
をうまく使って助け出すことが出来ました。
　後になってその話をしました。誰だって穴に入り
たくないに決まっている。俺も入ってから側面の
土が崩れたらだめだったろうなぁーと言っていま
した。うまく助ける事が出来てよかった。親分肌の
一面です。
　私は仕事でも取引があります。昭和38年の豪雪の
時でした。私の店は居島にあり、路が狭く大きな車
は入れませんでした。大雪で路はふさがれ、困って
いました。夜仕事が出来上がると杉野さんが “ソリ”
で品物を運んでくれました。
　雪があり、家の前は “ソリ” は入れません。近く
まで運び、雪をこざいて背負って40㎏の物を運んで
もらった事もありました。私の恩人であります。
　対人関係を大切にしていた方でした。私に色々な
事を教えてくれありがたい方でした。

　高橋清見さんの話をします。井関の社長でした。
井関の本社は四国愛媛にあります。高橋さんの卓話
の時、三条工場を解散する為に三条に来られたと
言っていました。2、3年状態を見ていたらいい成績
で立派に続けられる会社である事がよくわかりま
した。解散は中止になりました。
　昼食同席の時、こんな事がありました。私が今日
の吸い物は美味しい吸い物だったと言いました。

高橋さんは、「五十嵐さん料理屋で吸い物がうまかっ
たら板前に祝儀を置いてくるものだよ」と言われま
した。大企業に居られ、我々より数段上の企業の
社会はそうゆう事なんだなぁと思いました。
　私は老人ですが、若い皆さんどうぞ板前に祝儀を
出してくるようになってください。

　私のスポンサーは高橋一夫さんで渡辺勝利さんが
強く背を押してくれ入会しました。高橋さんは私に
よく言います。君が1、2年早く入会をしていれば
小出策郎さんの話を聞く事が出来たのに。自分は
小出さんの話はいつ聞いても自分の為になる奥行き
のある話がいっぱいあった。君にも聞かせたかった。
その事は残念だと言います。40年以上も前の先輩の
話を人にも聞かせてやりたかったと言います。大
先輩小出さんはすばらしい方であったのでしょう。
　三条クラブには立派な方がまだ多くいられたのだ
と思います。小出さんは二ノ町小出医院の前代です。
東大医学部の出身の方であると聞いていました。

　藤田説量さんの話をします。私より藤田さんの事
をよく知っている皆様が多い事も承知しています。
　ロータリーのみならず、地域社会に大きな貢献を
された方です。
　大変な知識人でした。何かの話題の時、包丁の話
になりました。関東では料理人は “正本” 名の物を
欲しがり使用していますと私が言ったら、藤田さん
は、関西は “有次” 名の物を使っていますね。と
答えられました。業界の全く違う方がはっきり答え
られたのにはびっくりいたしました。
　例会卓話で青少年問題の卓話をされた時の事です。
　週報の係を私がしておりました。当時、原稿は
もらえず、録音テープを取って原稿作りをしていま
した。藤田さんの話は実にあざやかに流れます。
原稿作りに入ります。テープを聞いて戻したり進め
たり、何回も行います。文章にするとどうしても
接続が合わぬ所がでました。
　しかし、スピーチの時はそんな事に気付きません。
すっかり困ってしまいました。思いきって藤田さん
の所へ原稿を持参しました。
　「これでいいでしょうか」藤田さんは「大変ご
苦労をかけました。面倒をかけました。この原稿の
まま載せてください。」一生懸命やった事を信じて
ください。ほっとした事がありました。

　当時、家庭会合は個人宅で行われました。藤田
さんの所で行われた時、会議が終わり懇親会に入り
ます。野村竹三郎さんが仕切っていられ、机を並べ

20名くらいの席を作ります。酒の肴はめずらしい物
が多くありました。藤田さんの人柄で方々から取り
寄せられ、今まで私の口に入らぬものが沢山ありま
した。
　野村さんは藤田さんの所の家庭会合はめずらしい
ものがあり、楽しいですねと言っていられました。
全くその通り、楽しい会合でした。

　新潟行きの高速バスで同乗の時がありました。
そのバスの1時間、とんでもないレベルの違い過ぎ
る話を聞きました。今の上皇ご夫妻がまだ皇太子
ご夫妻でいられた時、軽井沢で一日お相手をされた
話でした。色々と話をされましたが、内容の事は
驚きの事で一杯で思い出せません。
　藤田さんがどうして一日のお相手に選ばれたの
か、なんと世界の広い、言い知れぬ藤田さんでいら
れるのだと思いました。

　総本山の知恩院の副執事長、昭和45年の浄土宗
開宗800年の事務局長など、宗内でも要職を務め
られて、本山に功績のあった人に贈られる “耆宿
（ぎしゅく）” の位をもらわれた方です。
　私達にはわかりません。よほどの人でないともら
えぬ位である事と思います。
　藤田さんは人を分け隔てなく私達にも気軽に会話
をしてくださり、立派な人徳の人であり、ロータ
リーを愛された立派なロータリアンでした。

　ロータリー日本100年史の別冊 “100人のロータリ
アン” の中に藤田さんが2560地区から一人選ばれて
います。藤田さんのロータリーへの大きな功績であ
ります。三条クラブに大きな宝を与えてくださいま
した。三条クラブの誇りであります。

　“100人のロータリアン” の中で県出身の方がもう
一人居られます。
　味方村出身で京都大学総長を務められた京都の
平沢興さんです。新大医学部の教授も務められてい
る方です。
　光栄にも2名の出身の方がいられる事がわかり
ました。

　鈴木宗資さんの話をします。バブルがはじけ、
会員が多く減りました。
　昼食が同席の時、私は会員が30人でも40人でもい
いんだ、それなりのしっかりしたロータリー活動を
すればいい、多いだけがロータリーでないと思うと
言いました。

　鈴木さんはニッコリされ、その通りそれでいいと
同意してくださいました。
　地区では会員増強がロータリーの目的であるよう
な感じをもたせていました。

金子初代会長の「中道を行く事、かたよった見方を
しない事、普通でよし」

　ご清聴ありがとうございました。
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会長挨拶
　　　　　　　　　　吉井直樹 会長 
　こんにちは。お盆休み明け、最初の
例会になります。皆様各人でそれぞれの
お休みをお過ごしなされたと思います。
そんなお話も例会を通じてお聞きできる
と楽しいと思います。
　さて、相変わらずの猛暑で、連日最高
気温が発表され、厳しい日々が続いて
おりますが、先日夜にちょっと外に出ま

したら秋の虫の声が聞こえていました。確実に季節の移り
行きがあるのだなあと感じてしまいました。
　昆虫と言えば私の子供のころの夏休み自由研究の王道と
もいえるのが昆虫採集でした。もちろんそんな高度なこと
が出来るわけもなく、もっぱらセミやトンボ、蝶々を菓子箱
にピンで留めてラップをして提出をしていました。アブラ
ゼミ、モンシロチョウ、シオカラトンボなどがメインで
友達がオニヤンマやカブトムシを捕まえてくるとヒーロー
扱いしていたことを思い出します。
　今から50年ほど前の思い出ですが、40年前に宇宙に向け
電波を発信してそれを受信した知的生命体より返信があるの
ではないかという実験が行われ、受信活動を明日から行うと

ニュースに出ていました。目標の惑星まで電波で
片道17年ほどかかり、往復だとそろそろなんだそう
です。面白いのは受信してから何を返信するのか
を考えるのに4年位かかるだろうと試算している
ところです。
　暑くて外に出ることも憚られますが、もう少し
涼しくなり、夜空を見上げられるようになったら、
この実験を思い出して星を見上げてみてください。

幹事報告
　　　　　　 小林吾郎 幹事

◎地区事務所より
  「高橋年度ガバナー月信最終号発行のお知らせ」
◎地区事務所より
 「ガバナーノミニー（2026-27年度ガバナー）候補者
　推薦について」

◎長岡西RCより
  「創立40周年記念DVD送付のご案内」
◎南雲ガバナーエレクト事務所より
  「南雲年度結団式のご案内」
　　　日　時　9月10日（日）15：00～17：00
　　　会　場　長岡グランドホテル
◎ロータリー囲碁同好会より
  「第21回ロータリー全国囲碁大会のご案内」
　　　日　時　10月21日（土）受付　9：30～
　　　会　場　日本棋院本院（東京・市ヶ谷）

ニコニコBOX　
吉井直樹会長
　暑い中、例会に出席いただきありがとうございま
す。皆様と例会ができる事をうれしく思います。

　本日の卓話、五十嵐さん宜しくお願いします。
五十嵐晋三さん
　猛暑です。ご自愛下さい。
　本日卓話をします。よろしくお願いします。

菊池　渉さん
　今日は、近所のお寺のお葬式だったので、欠席の
連絡をしていたのですが、どうしても五十嵐さん
の卓話が聞きたくて息子に頭を下げて代わって
もらって参加しました。

成田秀雄さん
　先日、ミッドサマーコンサートに出席しました。
いらしていただいた皆様ありがとうございました。

斎藤弘文さん
　成田会員が出席したミッドサマーコンサートを
荻根澤会員と共に楽しんできました。成田会員、
本当にありがとう御座居ました。

嘉瀬一洋さん
　猛暑の中、開催しました第16回寺子屋つばさ
100km徒歩の旅は無事に全員がゴールすることが
出来ました。応援頂きました皆様、ありがとう
ございました。

長谷川正実さん
　暑いですね。
　五十嵐会員、卓話よろしくお願いします。
中村友昭さん
　毎日暑い日が続きますが、熱中症にならないよ
う、こまめに水分を補給して乗り切りましょう。

野崎喜一郎さん
　早くも稲刈りの終った田んぼがあります。秋と
は思えません。

渡辺良一さん
　まだまだ暑い日が続きます。ご自愛下さい。
　五十嵐晋三さん、卓話楽しみにしています。
西山徳芳さん
　五十嵐晋三会員、卓話ありがとうございます。
　稲刈りが始まりました。豊作を祈ります。
小林吾郎さん
　“熱い”です！
　五十嵐会員、卓話よろしくお願いします。
丸山行彦さん、　 石橋育於さん、　 歸山　肇さん、
早川滝徳さん、　 船越良則さん、　 松永隆夫さん、
五十嵐博宣さん、 石黒良行さん、　 高橋　司さん、
杉山幸英さん、　 小越憲泰さん、　 落合孝夫さん、
明田川賢一さん、 安達俊明さん、　 柳取崇之さん、
松永一義さん、　 関川　博さん、　 野水靖之さん、
中林順一さん、　 丸山鉄兵さん
　五十嵐晋三会員、本日は卓話ありがとうござい
ます。お話楽しみにしております。

　　　　　　　　8月 2 3日分　￥    32,000
　　　　　　　  　今 年 度 累 計　￥  270,000

「卓　話」
五十嵐晋三 会員

　吉井さん、杉山さんから卓話で
昔の事を話すよう指示されました。
大きく時代が変わり、古い事の
話はどうゆうものかと思ってい
ました。しかし、大先輩の皆様が
やってきた事をよく考えてみる
と、やはり私のわかっている事だけ

でも伝えておくべきと思いました。
　今年の2月15日の創立記念例会で親睦委員長の
落合さんから少し話をするように言われ、20分宴会
を伸ばしてもらいました。宴会前の長話はいい訳
ありません。私はそれを承知の上で、数人の先輩の
話をしました。20分より長くなる事も分かっての事
でした。
　毎年の創立記念例会の週報はほとんど写真だけ
です。私は前から物足りなさを感じていました。
原稿を落合さんにきちっと渡し、文面を載せるべき
であったと後で思いました。数人の先輩の話があり
ましただけではすぐに忘れられ、吉井さん、杉山
さんの思いが伝わりません。卓話はやはりきちっと
載せるべきです。後で我々に思い出させる為の物が
ありません。そう反省をしました。

　今日の卓話は前にした先輩の話と重複するところ
があるかもしれませんが、承知ください。

「中道を行く事、かたよった見方をしない事、普通
でよし」
　初代会長の金子左武郎さんは、クラブの状態や
雰囲気をみて、時々この言葉をなにげなく我々に
思い出させる為に言っていられたように思いました。
　これがもうすぐ70周年を迎える三条クラブの基本
になっている事です。
　どうか皆さん思い起こしてください。

　野水文治さんの話をします。チャーターメンバー
でいられます。
　卓話の中で三条クラブ創立時の話をされました。
当時、三条市長選挙があり、大接戦で三条が割れん
ばかりになった。そんな時、心ある人達が集まり
ロータリークラブ設立に着手しました。
　大変なご苦労があったと思います。そのおかげで
すが、大接戦の市長選が終わってから三条は割れず
にうまくいったそうです。
　三条クラブの創立記念式典は、24名のチャーター

メンバーとご夫人、来賓の方々をお迎えして武徳殿
で行われました。三条芸者衆80名を総上して、それ
はそれは大変にぎやか豪華な会であったそうです。
その頃、チャーターナイトめぐりをしていた人達が
いたそうです。その人達が「東の三条、西の宇部」
と伝え、大変有名になったそうです。
　その式典の写真を撮影したのが渋谷健一さんだ
そうです。常に物をわきまえていられた方でした。
渋谷さんは翌年入会されました。

　杉野奎司さんの話をします。杉野さんは見るから
にがっちりした体格、柔道五段の持主で三条を代表
して各地で活躍されました。杉野さんは一本気で
曲がった事を嫌い、親分肌の方でした。
　体協会長と消防団長を9年ずつ務めました。どう
して10年ずつ務めなかったのか、それには訳があっ
たそうです。私はよくわかりません。
　大崎麻布に地滑りが起きました。その時、杉野
さんは消防団長でした。
　穴に閉じ込められた一人の人をどうしても助けら
れません。焦りだけが募ります。動きがとれず困り
果てます。「よし、俺が入る。なんとか助ける。
ジャッキを用意しろ。」団長自ら穴に入り、ジャッキ
をうまく使って助け出すことが出来ました。
　後になってその話をしました。誰だって穴に入り
たくないに決まっている。俺も入ってから側面の
土が崩れたらだめだったろうなぁーと言っていま
した。うまく助ける事が出来てよかった。親分肌の
一面です。
　私は仕事でも取引があります。昭和38年の豪雪の
時でした。私の店は居島にあり、路が狭く大きな車
は入れませんでした。大雪で路はふさがれ、困って
いました。夜仕事が出来上がると杉野さんが “ソリ”
で品物を運んでくれました。
　雪があり、家の前は “ソリ” は入れません。近く
まで運び、雪をこざいて背負って40㎏の物を運んで
もらった事もありました。私の恩人であります。
　対人関係を大切にしていた方でした。私に色々な
事を教えてくれありがたい方でした。

　高橋清見さんの話をします。井関の社長でした。
井関の本社は四国愛媛にあります。高橋さんの卓話
の時、三条工場を解散する為に三条に来られたと
言っていました。2、3年状態を見ていたらいい成績
で立派に続けられる会社である事がよくわかりま
した。解散は中止になりました。
　昼食同席の時、こんな事がありました。私が今日
の吸い物は美味しい吸い物だったと言いました。

高橋さんは、「五十嵐さん料理屋で吸い物がうまかっ
たら板前に祝儀を置いてくるものだよ」と言われま
した。大企業に居られ、我々より数段上の企業の
社会はそうゆう事なんだなぁと思いました。
　私は老人ですが、若い皆さんどうぞ板前に祝儀を
出してくるようになってください。

　私のスポンサーは高橋一夫さんで渡辺勝利さんが
強く背を押してくれ入会しました。高橋さんは私に
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した。藤田さんの話は実にあざやかに流れます。
原稿作りに入ります。テープを聞いて戻したり進め
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の所へ原稿を持参しました。
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苦労をかけました。面倒をかけました。この原稿の
まま載せてください。」一生懸命やった事を信じて
ください。ほっとした事がありました。
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した。
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ものがあり、楽しいですねと言っていられました。
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ご夫妻でいられた時、軽井沢で一日お相手をされた
話でした。色々と話をされましたが、内容の事は
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　藤田さんがどうして一日のお相手に選ばれたの
か、なんと世界の広い、言い知れぬ藤田さんでいら
れるのだと思いました。

　総本山の知恩院の副執事長、昭和45年の浄土宗
開宗800年の事務局長など、宗内でも要職を務め
られて、本山に功績のあった人に贈られる “耆宿
（ぎしゅく）” の位をもらわれた方です。
　私達にはわかりません。よほどの人でないともら
えぬ位である事と思います。
　藤田さんは人を分け隔てなく私達にも気軽に会話
をしてくださり、立派な人徳の人であり、ロータ
リーを愛された立派なロータリアンでした。

　ロータリー日本100年史の別冊 “100人のロータリ
アン” の中に藤田さんが2560地区から一人選ばれて
います。藤田さんのロータリーへの大きな功績であ
ります。三条クラブに大きな宝を与えてくださいま
した。三条クラブの誇りであります。

　“100人のロータリアン” の中で県出身の方がもう
一人居られます。
　味方村出身で京都大学総長を務められた京都の
平沢興さんです。新大医学部の教授も務められてい
る方です。
　光栄にも2名の出身の方がいられる事がわかり
ました。

　鈴木宗資さんの話をします。バブルがはじけ、
会員が多く減りました。
　昼食が同席の時、私は会員が30人でも40人でもい
いんだ、それなりのしっかりしたロータリー活動を
すればいい、多いだけがロータリーでないと思うと
言いました。

　鈴木さんはニッコリされ、その通りそれでいいと
同意してくださいました。
　地区では会員増強がロータリーの目的であるよう
な感じをもたせていました。

金子初代会長の「中道を行く事、かたよった見方を
しない事、普通でよし」
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　こんにちは。お盆休み明け、最初の
例会になります。皆様各人でそれぞれの
お休みをお過ごしなされたと思います。
そんなお話も例会を通じてお聞きできる
と楽しいと思います。
　さて、相変わらずの猛暑で、連日最高
気温が発表され、厳しい日々が続いて
おりますが、先日夜にちょっと外に出ま

したら秋の虫の声が聞こえていました。確実に季節の移り
行きがあるのだなあと感じてしまいました。
　昆虫と言えば私の子供のころの夏休み自由研究の王道と
もいえるのが昆虫採集でした。もちろんそんな高度なこと
が出来るわけもなく、もっぱらセミやトンボ、蝶々を菓子箱
にピンで留めてラップをして提出をしていました。アブラ
ゼミ、モンシロチョウ、シオカラトンボなどがメインで
友達がオニヤンマやカブトムシを捕まえてくるとヒーロー
扱いしていたことを思い出します。
　今から50年ほど前の思い出ですが、40年前に宇宙に向け
電波を発信してそれを受信した知的生命体より返信があるの
ではないかという実験が行われ、受信活動を明日から行うと

ニュースに出ていました。目標の惑星まで電波で
片道17年ほどかかり、往復だとそろそろなんだそう
です。面白いのは受信してから何を返信するのか
を考えるのに4年位かかるだろうと試算している
ところです。
　暑くて外に出ることも憚られますが、もう少し
涼しくなり、夜空を見上げられるようになったら、
この実験を思い出して星を見上げてみてください。

幹事報告
　　　　　　 小林吾郎 幹事

◎地区事務所より
  「高橋年度ガバナー月信最終号発行のお知らせ」
◎地区事務所より
 「ガバナーノミニー（2026-27年度ガバナー）候補者
　推薦について」

◎長岡西RCより
  「創立40周年記念DVD送付のご案内」
◎南雲ガバナーエレクト事務所より
  「南雲年度結団式のご案内」
　　　日　時　9月10日（日）15：00～17：00
　　　会　場　長岡グランドホテル
◎ロータリー囲碁同好会より
  「第21回ロータリー全国囲碁大会のご案内」
　　　日　時　10月21日（土）受付　9：30～
　　　会　場　日本棋院本院（東京・市ヶ谷）

ニコニコBOX　
吉井直樹会長
　暑い中、例会に出席いただきありがとうございま
す。皆様と例会ができる事をうれしく思います。

　本日の卓話、五十嵐さん宜しくお願いします。
五十嵐晋三さん
　猛暑です。ご自愛下さい。
　本日卓話をします。よろしくお願いします。

菊池　渉さん
　今日は、近所のお寺のお葬式だったので、欠席の
連絡をしていたのですが、どうしても五十嵐さん
の卓話が聞きたくて息子に頭を下げて代わって
もらって参加しました。

成田秀雄さん
　先日、ミッドサマーコンサートに出席しました。
いらしていただいた皆様ありがとうございました。

斎藤弘文さん
　成田会員が出席したミッドサマーコンサートを
荻根澤会員と共に楽しんできました。成田会員、
本当にありがとう御座居ました。

嘉瀬一洋さん
　猛暑の中、開催しました第16回寺子屋つばさ
100km徒歩の旅は無事に全員がゴールすることが
出来ました。応援頂きました皆様、ありがとう
ございました。

長谷川正実さん
　暑いですね。
　五十嵐会員、卓話よろしくお願いします。
中村友昭さん
　毎日暑い日が続きますが、熱中症にならないよ
う、こまめに水分を補給して乗り切りましょう。

野崎喜一郎さん
　早くも稲刈りの終った田んぼがあります。秋と
は思えません。

渡辺良一さん
　まだまだ暑い日が続きます。ご自愛下さい。
　五十嵐晋三さん、卓話楽しみにしています。
西山徳芳さん
　五十嵐晋三会員、卓話ありがとうございます。
　稲刈りが始まりました。豊作を祈ります。
小林吾郎さん
　“熱い”です！
　五十嵐会員、卓話よろしくお願いします。
丸山行彦さん、　 石橋育於さん、　 歸山　肇さん、
早川滝徳さん、　 船越良則さん、　 松永隆夫さん、
五十嵐博宣さん、 石黒良行さん、　 高橋　司さん、
杉山幸英さん、　 小越憲泰さん、　 落合孝夫さん、
明田川賢一さん、 安達俊明さん、　 柳取崇之さん、
松永一義さん、　 関川　博さん、　 野水靖之さん、
中林順一さん、　 丸山鉄兵さん
　五十嵐晋三会員、本日は卓話ありがとうござい
ます。お話楽しみにしております。

　　　　　　　　8月 2 3日分　￥    32,000
　　　　　　　  　今 年 度 累 計　￥  270,000

「卓　話」
五十嵐晋三 会員

　吉井さん、杉山さんから卓話で
昔の事を話すよう指示されました。
大きく時代が変わり、古い事の
話はどうゆうものかと思ってい
ました。しかし、大先輩の皆様が
やってきた事をよく考えてみる
と、やはり私のわかっている事だけ

でも伝えておくべきと思いました。
　今年の2月15日の創立記念例会で親睦委員長の
落合さんから少し話をするように言われ、20分宴会
を伸ばしてもらいました。宴会前の長話はいい訳
ありません。私はそれを承知の上で、数人の先輩の
話をしました。20分より長くなる事も分かっての事
でした。
　毎年の創立記念例会の週報はほとんど写真だけ
です。私は前から物足りなさを感じていました。
原稿を落合さんにきちっと渡し、文面を載せるべき
であったと後で思いました。数人の先輩の話があり
ましただけではすぐに忘れられ、吉井さん、杉山
さんの思いが伝わりません。卓話はやはりきちっと
載せるべきです。後で我々に思い出させる為の物が
ありません。そう反省をしました。

　今日の卓話は前にした先輩の話と重複するところ
があるかもしれませんが、承知ください。

「中道を行く事、かたよった見方をしない事、普通
でよし」
　初代会長の金子左武郎さんは、クラブの状態や
雰囲気をみて、時々この言葉をなにげなく我々に
思い出させる為に言っていられたように思いました。
　これがもうすぐ70周年を迎える三条クラブの基本
になっている事です。
　どうか皆さん思い起こしてください。

　野水文治さんの話をします。チャーターメンバー
でいられます。
　卓話の中で三条クラブ創立時の話をされました。
当時、三条市長選挙があり、大接戦で三条が割れん
ばかりになった。そんな時、心ある人達が集まり
ロータリークラブ設立に着手しました。
　大変なご苦労があったと思います。そのおかげで
すが、大接戦の市長選が終わってから三条は割れず
にうまくいったそうです。
　三条クラブの創立記念式典は、24名のチャーター

メンバーとご夫人、来賓の方々をお迎えして武徳殿
で行われました。三条芸者衆80名を総上して、それ
はそれは大変にぎやか豪華な会であったそうです。
その頃、チャーターナイトめぐりをしていた人達が
いたそうです。その人達が「東の三条、西の宇部」
と伝え、大変有名になったそうです。
　その式典の写真を撮影したのが渋谷健一さんだ
そうです。常に物をわきまえていられた方でした。
渋谷さんは翌年入会されました。

　杉野奎司さんの話をします。杉野さんは見るから
にがっちりした体格、柔道五段の持主で三条を代表
して各地で活躍されました。杉野さんは一本気で
曲がった事を嫌い、親分肌の方でした。
　体協会長と消防団長を9年ずつ務めました。どう
して10年ずつ務めなかったのか、それには訳があっ
たそうです。私はよくわかりません。
　大崎麻布に地滑りが起きました。その時、杉野
さんは消防団長でした。
　穴に閉じ込められた一人の人をどうしても助けら
れません。焦りだけが募ります。動きがとれず困り
果てます。「よし、俺が入る。なんとか助ける。
ジャッキを用意しろ。」団長自ら穴に入り、ジャッキ
をうまく使って助け出すことが出来ました。
　後になってその話をしました。誰だって穴に入り
たくないに決まっている。俺も入ってから側面の
土が崩れたらだめだったろうなぁーと言っていま
した。うまく助ける事が出来てよかった。親分肌の
一面です。
　私は仕事でも取引があります。昭和38年の豪雪の
時でした。私の店は居島にあり、路が狭く大きな車
は入れませんでした。大雪で路はふさがれ、困って
いました。夜仕事が出来上がると杉野さんが “ソリ”
で品物を運んでくれました。
　雪があり、家の前は “ソリ” は入れません。近く
まで運び、雪をこざいて背負って40㎏の物を運んで
もらった事もありました。私の恩人であります。
　対人関係を大切にしていた方でした。私に色々な
事を教えてくれありがたい方でした。

　高橋清見さんの話をします。井関の社長でした。
井関の本社は四国愛媛にあります。高橋さんの卓話
の時、三条工場を解散する為に三条に来られたと
言っていました。2、3年状態を見ていたらいい成績
で立派に続けられる会社である事がよくわかりま
した。解散は中止になりました。
　昼食同席の時、こんな事がありました。私が今日
の吸い物は美味しい吸い物だったと言いました。

高橋さんは、「五十嵐さん料理屋で吸い物がうまかっ
たら板前に祝儀を置いてくるものだよ」と言われま
した。大企業に居られ、我々より数段上の企業の
社会はそうゆう事なんだなぁと思いました。
　私は老人ですが、若い皆さんどうぞ板前に祝儀を
出してくるようになってください。

　私のスポンサーは高橋一夫さんで渡辺勝利さんが
強く背を押してくれ入会しました。高橋さんは私に
よく言います。君が1、2年早く入会をしていれば
小出策郎さんの話を聞く事が出来たのに。自分は
小出さんの話はいつ聞いても自分の為になる奥行き
のある話がいっぱいあった。君にも聞かせたかった。
その事は残念だと言います。40年以上も前の先輩の
話を人にも聞かせてやりたかったと言います。大
先輩小出さんはすばらしい方であったのでしょう。
　三条クラブには立派な方がまだ多くいられたのだ
と思います。小出さんは二ノ町小出医院の前代です。
東大医学部の出身の方であると聞いていました。

　藤田説量さんの話をします。私より藤田さんの事
をよく知っている皆様が多い事も承知しています。
　ロータリーのみならず、地域社会に大きな貢献を
された方です。
　大変な知識人でした。何かの話題の時、包丁の話
になりました。関東では料理人は “正本” 名の物を
欲しがり使用していますと私が言ったら、藤田さん
は、関西は “有次” 名の物を使っていますね。と
答えられました。業界の全く違う方がはっきり答え
られたのにはびっくりいたしました。
　例会卓話で青少年問題の卓話をされた時の事です。
　週報の係を私がしておりました。当時、原稿は
もらえず、録音テープを取って原稿作りをしていま
した。藤田さんの話は実にあざやかに流れます。
原稿作りに入ります。テープを聞いて戻したり進め
たり、何回も行います。文章にするとどうしても
接続が合わぬ所がでました。
　しかし、スピーチの時はそんな事に気付きません。
すっかり困ってしまいました。思いきって藤田さん
の所へ原稿を持参しました。
　「これでいいでしょうか」藤田さんは「大変ご
苦労をかけました。面倒をかけました。この原稿の
まま載せてください。」一生懸命やった事を信じて
ください。ほっとした事がありました。

　当時、家庭会合は個人宅で行われました。藤田
さんの所で行われた時、会議が終わり懇親会に入り
ます。野村竹三郎さんが仕切っていられ、机を並べ

20名くらいの席を作ります。酒の肴はめずらしい物
が多くありました。藤田さんの人柄で方々から取り
寄せられ、今まで私の口に入らぬものが沢山ありま
した。
　野村さんは藤田さんの所の家庭会合はめずらしい
ものがあり、楽しいですねと言っていられました。
全くその通り、楽しい会合でした。

　新潟行きの高速バスで同乗の時がありました。
そのバスの1時間、とんでもないレベルの違い過ぎ
る話を聞きました。今の上皇ご夫妻がまだ皇太子
ご夫妻でいられた時、軽井沢で一日お相手をされた
話でした。色々と話をされましたが、内容の事は
驚きの事で一杯で思い出せません。
　藤田さんがどうして一日のお相手に選ばれたの
か、なんと世界の広い、言い知れぬ藤田さんでいら
れるのだと思いました。

　総本山の知恩院の副執事長、昭和45年の浄土宗
開宗800年の事務局長など、宗内でも要職を務め
られて、本山に功績のあった人に贈られる “耆宿
（ぎしゅく）” の位をもらわれた方です。
　私達にはわかりません。よほどの人でないともら
えぬ位である事と思います。
　藤田さんは人を分け隔てなく私達にも気軽に会話
をしてくださり、立派な人徳の人であり、ロータ
リーを愛された立派なロータリアンでした。

　ロータリー日本100年史の別冊 “100人のロータリ
アン” の中に藤田さんが2560地区から一人選ばれて
います。藤田さんのロータリーへの大きな功績であ
ります。三条クラブに大きな宝を与えてくださいま
した。三条クラブの誇りであります。

　“100人のロータリアン” の中で県出身の方がもう
一人居られます。
　味方村出身で京都大学総長を務められた京都の
平沢興さんです。新大医学部の教授も務められてい
る方です。
　光栄にも2名の出身の方がいられる事がわかり
ました。

　鈴木宗資さんの話をします。バブルがはじけ、
会員が多く減りました。
　昼食が同席の時、私は会員が30人でも40人でもい
いんだ、それなりのしっかりしたロータリー活動を
すればいい、多いだけがロータリーでないと思うと
言いました。

　鈴木さんはニッコリされ、その通りそれでいいと
同意してくださいました。
　地区では会員増強がロータリーの目的であるよう
な感じをもたせていました。

金子初代会長の「中道を行く事、かたよった見方を
しない事、普通でよし」

　ご清聴ありがとうございました。
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　　次々週例会　 9月13日 　　「外部卓話」
　　　　　　　　　　　　　　　　　三条エコノミークラブ会長　小山公一 様

　　次 週 例 会　 9 月 6 日 　　「会員卓話」　明田川賢一 会員

23
日 月 火 水 木 金 土

三条ロータリークラブ例会日

◆三条東RC
　「公式訪問事前訪問」
　第４分区ガバナー補佐
　　　小出和子 様

第４分区
ＩＭ
　　（三条）

◆三条南RC
　「第一例会」

◆三条南RC
　「社会奉仕事業」

◆三条南RC
　休会

◆三条北RC
　「外部卓話」
　リリマリプロダクション
　　　川口かおり 様

◆三条北RC
　「ロータリーの友月間」
　地区代表委員
　　　森　宏 会長

◆三条北RC
　社会奉仕事業
　「贈呈式・見学例会」
　於 三条市立大学
　（記帳できます）

◆三条RC
　「外部卓話」
　燕三条青年会議所
　　理事長
　　　野崎寛行 様

◆三条RC
　「外部卓話」
　三条エコノミークラブ
　　会長
　　　小山公一 様

◆三条RC
　「会員卓話」
　明田川賢一 会員

◆三条北RC
　「会長卓話」
　　　森　宏 会長

◆三条南RC
　「納涼例会」
　（記帳できます）

◆三条RC
　「会員増強月間」
　落合孝夫
　会員増強委員長

◆三条東RC
　「新入会員卓話」
　横山惣一郎 会員

◆三条東RC
　「米山忠俊ガバナー
　　　　　公式訪問」
　（記帳できます）

◆三条東RC
　「新入会員卓話」
　堀川寧々子 会員

◆三条南RC
　夜例会
　「秋の旬例会」
　（記帳できます）

◆三条北RC
　「外部卓話」
　㈱ドーム
　ブランドマーケティング部
　　　松坂恭平 様

◆三条RC
　27日（水）⇒ 30日（土）
　第４分区IM
　　　　出席振替

◆三条東RC
　「IM打ち合わせ会」
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敬老の日

秋分の日

燕市吉田産業会館（10～15時）
加茂市産業センター
新潟大栄信用組合本店入口（11～14時）
燕市吉田産業会館（10～15時）
新潟大栄信用組合本店入口（11～14時）
加茂市産業センター

　●吉田RC　　　 　　　  9 月1日（金）　早朝例会
　●加茂RC　　　　　　　　　7日（木）　公式訪問
　●分水RC　　　　　　　　　12日（火）　移動例会
　●吉田RC　　　　　　　　　15日（金）　夜例会
　●分水RC　　　　　　　　　26日（火）　移動例会
　●加茂RC　　　　　　　　　28日（木）　夜例会

※ 近隣RC例会変更のお知らせ！ （記帳できます）　　　　　　　　　　 　　　　　記帳場所


